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山口県の放射年代一1994年総括

西村祐二郎＊・今岡照喜＊

は　じ　め　に

　山口地学会は，1988年に出版した15万分の1

山口県地質図（村上ほか，1988）を改訂し，1995

年に15万分の1の新編山口県地質図（西村ほか，

1995）を出版した。これを契機として，15万分の

1山口県放射年代図（西村・今岡，1995）が同時

に出版された。

　この放射年代図は，新編山口県地質図の白地図

が基図として使用され，1994年12月までに公表さ

れた山口県の放射年代値，259測定値（県外隣接

地域の年代値を一部含む）のすべてについて年数，

測定方法，測定試料が数字と記号で表示され，で

きるだけ地質系統（地質図の凡例）ごとにまとめ

られて，基図の試料産地上に図示されたものであ

る。しかし，上記以外の資料，たとえば岩石名あ

るいは堆積物名および文献などは，この図には示

されていない。

　本稿は山口県放射年代図を有効に活用していた

だくための詳しい資料集として，企画・編集され

たものである。以下では，はじめに相対年代と絶

対年代ならびに放射年代について簡単に解説し，

そのあとで山口県の放射年代一覧表（第1表）の

主旨と構成内容について説明する。

　謝辞：本資料を集計し，整理するにあたって，

山口大学河野通弘名誉教授，山口大学永尾隆志助

教授，佐波中学校松尾征二教諭，建設省土木研究

所脇坂安彦研究員，大阪市立大学高見美智夫博士

に多くの有益なご教示をいただいた。これらの方々

に厚くお礼申しあげる。

相対年代と絶対年代ならびに放射年代

　層序関係や化石の研究から，地質時代を区分し，

地質系統を決定するという手法は，すでに19世紀

＊山口大学教養部地学教室

1995年2月4日受付

末にはその基礎が確立していた。この時代区分は，

種々の地質現象の新旧関係を相対的に示すことか

ら，相対年代（relative　age）といわれている。具

体的には，三葉虫やフズリナが栄えた古生代，ア

ンモナイトや恐竜が全盛を誇った中生代，そして

哺乳類が繁栄し人類の登場にいたる新生代に大き

く区分される。さらに各「代」は「紀」→「世」

→「期」の順に細分されている（第1図）。

　これに対して，放射能の発見（19世紀末）とそ

の後の核物理学の発展に伴って，放射性元素の壊

変を利用して岩石や鉱物の形成年代を数値として

求める方法が開発されてきた。この年代測定法は

1950年以降には，地球科学の研究手段として有効

性を発揮するようになり，その年代が絶対年代

（absolute　age）と呼ばれるようになった。具体

的な年代測定法としては，U－Pb法，　Rb－Sr法，

K－Ar法，　Ar－Ar法，　Sm－Nd法，フィッショ

ン・トラック法，14C法などがすでに確立してお

り，今後も新しい方法が開発されようとしている。

個々の測定法には，それぞれの特徴があり，適用

年代の範囲や試料の種類も決まっている。詳しく

は兼岡（1978）や柴田（1978，1982）を参照され

たい。

　このようにして現在では，相対的な地質年代に

絶対的な年数という時間的な目盛りをつけた地質

年代尺度（第1図）が得られただけでなく，個々

の岩石や鉱物の年齢が簡単に測定されるようにな

り，さらに地球の年齢や地球外物質の年齢も明ら

かにされてきた。しかし，岩石，鉱物そして堆積

物から得られる個々の年代値は，あくまで測定上

の数値であって，それがどのような地質現象を意

味するかについては，慎重に吟味されなければな

らない。一般的には，測定方法と実験精度ならび

に試料の種類と状態などを考慮して，年代値の意

味づけがなされている。したがって，絶対年代と

いう用語は誤解されやすい要素を含むため，放射
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第1表　山口県の放射年代一覧表（1994年12月総括）

岩　　石　　名 産 地 方法 試　料 年代（Ma） 文 献

三郡一難華変成岩（古生代高圧型変成岩：長門構造帯古期岩類）

正片麻岩 豊浦郡豊田町今出久下 K－Ar 白雲母 431（424） 河野ほか（1966）

同上試料 〃 Rb－Sr 〃 397（406） 早瀬・石坂（1967）

〃 〃 〃 〃 427（413） 柴田ほか（1972）

正片麻岩一変斑れい岩 豊浦郡豊田町今出久下～ Rb－Sr 全岩×4 404（413 Ish囲（a＆Yanagi（1975）

美祢市於福上平野 IS． ±56）

角閃岩 美祢市於福上平野 K－Ar 角閃石 380（373 柴田・村上（1975）

±23）

黒雲母花尚岩 大津郡三隅町三隅中辻並 〃 黒雲母（緑 108（106） 村上ほか（1977）

泥石化）

トロニエム岩 豊浦郡豊田町殿敷御幣田 〃 自雲母 378（371） 〃

正片麻岩 美祢市於福上平野 Rb－Sr 黒雲母 393（380） 村上・西村（1979）

変角閃石斑れい岩 豊浦郡菊川町上保木 K－Ar 角閃石 233±12 柴田ほか（1979）

泥質片岩 豊浦郡豊田町東長野 〃 白雲母 264 Nishimura　ef　a五（1983）

点紋泥質片岩 豊浦郡豊田町東長野豊ヶ岳 〃 〃 274 〃

〃 〃 Rb－Sr 〃 303±9 柴田・西村（1989）

周防変成岩（中生代高圧型変成岩）

泥質片岩 玖珂郡錦町府谷出合 K－Ar 白雲母 228±7 柴田・西村（1989）

同上試料 〃 Rb－Sr 〃 224±8 〃

泥質片岩一珪質片岩 〃 Rb－Sr 全岩×8 218．8±8．1 〃

IS．

泥質片岩 都濃郡鹿野町須万上奥畑 K。Ar 白雲母 224．6±4．4 西村ほか（198g）

〃 〃 〃 〃 2135±4．2 〃

〃 都濃郡鹿野町須万下奥畑 〃 〃 213．6±4．2 〃

〃 〃 〃 〃 217．1±4．3 〃

〃 〃 〃 〃 220。8±4．3 〃

〃 〃 〃 〃 2135±4，2 〃

〃 徳山市金峰朴 〃 〃 2239±44 〃

〃 〃 〃 〃 225。6±4．4 〃

〃 〃 〃 〃 227．0±4，4 〃

〃 徳山市金峰朴谷 〃 〃 222．2±4．3 〃

〃 〃 〃 〃 220。4±4．3 〃

〃 山ロ市朝田馬庭 〃 〃 206±7 柴田・西村（1989）

同上試料 〃 Rb－Sr 〃 227±8 〃

縞状角閃岩 美祢郡美東町長田切畑 K－Ar 角閃石 239±13 西村・柴田（1989）

錦層群（古生代付加型堆積岩）

酸性凝灰岩 徳山市須万日下 K－Ar 全岩 223±11 西村ほか（198g）

〃 玖珂郡錦町広瀬小西 〃 〃 212±11 〃

泥質粘板岩 都濃郡鹿野町須万上奥畑 〃 白雲母 226．5±4．4 〃

〃 〃 〃 〃 225．2±4．4 〃

〃 〃 〃 〃 224．5±4．4 〃

玖珂層群（中生代付加型堆積岩） ［1　ユニット1，　II　ユニットII，　III　ユニット皿コ

細粒黒色泥岩（1）

　　〃　　　（〃〉

玖珂郡美川町根笠長走

玖珂郡美川町根笠上根笠

K－Ar

〃

白雲母

　〃

121，8±2．7

129．0±2．8

高見（1994）

　　〃
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岩　　石　　名 産　　　　地 方法 試　料 年代（Ma） 文　　　　献

粗粒黒色泥岩（1） 玖珂郡美和町日宛西 K－Ar 白雲母 152．0±3．2 高見ほか（1993）

〃　　　（〃） 〃 〃 〃 144．0±3。1 〃

珪質泥岩（〃〉 〃 〃 〃 133．8±2．9 〃

〃　　（〃） 〃 〃 〃 131．7±2．8 〃

細粒黒色泥岩（〃） 〃 〃 〃 132．0±2．8 〃

粗粒黒色泥岩（〃） 〃 〃 〃 156．4±3．3 〃

珪質泥岩（〃） 〃 〃 〃 126．3±2．7 〃

粗粒黒色泥岩（〃） 玖珂郡美和町日宛坂本 〃 〃 148．1±3．2 〃

〃　　　（〃） 玖珂郡美和町日宛西 〃 〃 143．2±3．1 〃

珪質泥岩（〃〉 玖珂郡美和町長谷中村 〃 〃 127，1±2．7 〃

粗粒黒色泥岩（〃） 玖珂郡美和町長谷下村 〃 〃 137．7±2．9 〃

泥質粘板岩（H） 玖珂郡錦町野谷鳴谷 〃 〃 146．1±2．9 高見ほか（1990）

同上試料（〃〉 〃 ク 〃 146．8±3．0 〃

泥質粘板岩（〃） 玖珂郡美川町四馬神合ノ本 〃 〃 150．8±32 〃

同上試料（〃） 〃 〃 〃 149．2±3．2 〃

泥質粘板岩（〃） 〃 〃 〃 159．0±3．9 〃

〃　　（〃） 玖珂郡美川町四馬神猪木屋 〃 〃 157．3±3．4 〃

〃　　（〃） 玖珂郡美川町四馬神友廻 〃 〃 1575±3，4 〃

〃　　（〃） 玖珂郡美川町四馬神平野 〃 〃 152．0±3．3 〃

〃　　（〃） 〃 〃 〃 145．9±3．1 〃

泥質千枚岩～粘板岩（III） 玖珂郡錦町野谷鳴谷 〃 〃 156．4±3．4 〃

〃　　　　（〃） 〃 〃 〃 182．0±4．3 〃

〃　　　　（〃） 〃 〃 ク 166．1±3．6 〃

〃　　　　（〃） 〃 〃 〃 174．9±3．8 〃

〃　　　　（〃） 〃 〃 〃 169．7±3．6 ク

ク　　　　（〃） 〃 〃 〃 168．2±3．7 〃

〃　　　　（〃） 玖珂郡美川町四馬神合ノ本 〃 〃 165．3±3．6 〃

〃　　　　（〃） ク 〃 〃 175．5±3．8 〃

〃　　　　（〃） 〃 〃 〃 168．0±3．6 〃

〃　　　　（〃） 玖珂郡美川町四馬神天竺 〃 〃 172．0±3．8 〃

〃　　　　（〃） 玖珂郡美川町四馬神友廻 〃 〃 162．3±3．5 ク

領家疫成岩（中生代低圧型変成岩）

珪質雲母片岩 岩国市六呂師火打岩 Rb－Sr 黒雲母 93（95．4 茂野・山ロ（1976）

±7．8）

珪質縞状片麻岩 大島郡大島町横見森添 〃 白雲母 90（9L9 〃

±11．3）

同上試料 〃 〃 黒雲母 165（168．2 〃

±7．6）

〃 〃 ！ノ 〃 177（1805 〃

±6．1）

領家花商岩（中生代深成岩）

片麻状花崩閃緑岩（古期） 玖珂郡大畠町大畠大久保 K－Ar 黒雲母 84（82） Mmer＆Shibata（1961）

〃　　　　　r〃　、　　　　　、　　　ノ
〃 〃 〃 86（84） ク

〃　　　　（ク） 1　　〃 〃 〃 86（84） 河野・植田（1966）

ク　　　　（〃） 大島郡久賀町椋野 〃 〃 86（84） 〃

久保田中郷

〃　　　（〃） 柳井市日積宮ヶ峠 Rb－Sr 〃 89（91．3 茂野・山口（1976）

±4．0）
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岩　　石　　名 産　　　　地 方法 試　料 年代（Ma） 文　　　　献

片麻状花尚閃緑岩（古期） 大島郡大島町東三蒲 Rb－Sr 黒雲母 100（102．1 茂野・山口（1976）

田ノ尻鼻 ±4．0）

白雲母一黒雲母花崩岩 熊毛郡大和町束荷黒杭 K－Ar 〃 88．9±4．4 東元ほか（1983）

（〃）

片麻状花尚閃緑岩（〃） 玖珂郡由宇町由東正南 〃 〃 89．5±4．5 〃

領家古期一新期花尚岩類 柳井市～大島郡～熊毛郡 Rb－Sr 全岩×8 95（97．1 茂野・山口（1976）

IS． ±4．6）P

黒雲母花尚岩（新期） 柳井市日積稔薮 K－Ar 黒雲母 87（85） 河野・植田（1966）

花尚閃緑岩（〃） 熊毛郡熊毛町原高水 〃 〃 86（84＞ 〃

同上試料（〃） 〃 FT ジルコン 80 島ほか（1969）

花尚閃緑岩（〃） 熊毛郡上関町室積尾熊毛 Rb－Sr 黒雲母 90（92．0 茂野・山口（1976）

±3．9）

黒雲母花尚岩（〃） 大島郡東和町内入 〃 〃 93（95．5 〃

±4．3）

花尚閃緑岩（〃） 玖珂郡周東町祖生新宮 K－Ar 〃 88±4 東元ほか（lg83）

黒雲母花尚岩（〃） 柳井市伊陸竹常 〃 〃 86．3±4．3 〃

〃　　　（〃） 玖珂郡周東町祖生末東 〃 〃 86．6±4．3 〃

1）Rb－Sr全岩アイソクロン年代として，8測定値が報告されているが，その代表として示した。

広島花商岩（中生代深成岩）

花尚閃緑岩

黒雲母花尚岩

　　〃
石英閃緑岩

黒雲母花商岩

　　〃

　　〃
石英閃緑岩

黒雲母花尚岩

（ボーリングコアー）

　　〃
（ペグマタイト）

　　〃
（　　〃　　）

　　〃
（　　〃　　）

石英閃緑岩

黒雲母花尚岩

花尚閃緑岩一黒雲母花尚岩

黒雲母花尚岩

花尚閃緑岩

角閃石一黒雲母花尚岩

アプライト質花尚岩

黒雲母花醐斑岩

花尚閃緑岩

　　〃

　　〃

玖珂郡周東町西長野

徳山市櫛ヶ浜

防府市牟礼敷山

美祢郡美東町綾木薬王寺

吉敷郡秋穂町東筈倉

厚狭郡山陽町埴生西糸根

阿武郡阿武町宇田元浦

大津郡日置町日置中奥畑

玖珂郡周東町明見谷

（藤ケ谷鉱山）

　　　　〃

（　〃　　）

岩国市二鹿

（喜和田鉱山）

阿武郡阿武町奈古宇久

宇部市小野上小野

阿武郡阿武町宇田高黒瀬

山口市西鳳翻山～東鳳閣山

吉敷郡秋穂町東猿岩

宇部市稔小野平原岳

K－Ar

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　〃

〃

〃

〃

Rb－Sr

Rb－Sr

　Is，

Rb－Sr

　Is，

　〃

　〃

黒雲母

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

白雲母

〃

〃

〃

黒雲母

全岩一黒雲

　母一カリ

　長石一斜

　長石

全岩×4

全岩×8

全岩×8

88（86）

115（112＞

97（95）

93（91）

85（83＞

94（92）

93（91）

81（79＞

97（94．6

　±2．8）

94（92．1

　±3．7）

98（95．8

　±2，9）

81（79．0

　±2．6）

94±4

92．9±4。4

102±4

河野・植田（1966＞

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃
Shibata＆Ishihara　（1974）

〃

〃

柴田・神谷（1974＞

lSeki　（1978）

　　　〃

Sh量bata＆Ishihara　（1979）

91．6±4．0　脇坂（1982）

99．2±4．7　　　　　　　　〃

宇部市上野下小野

大津郡日置町日置中奥畑

玖珂郡周東町祖生下南

　〃

Fr

K－Ar

全岩X4
ジルコン

黒雲母

91．8±1．6

78。4±3．1

86±4

iL田．着村（1982）i東元ほか（1983）

岩国市伊房 〃 〃 99±5 1　〃
岩国市保木 〃 〃 103±5 〃

岩国市青木町 〃 〃 94±5 〃
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岩　　石　　名 産　　　　地 方法 試　料 年代（Ma） 文　　　　献

石英閃緑岩 佐波郡徳地町野谷白井川 Fr ジルコン 28．7±1．42） 村上（1985）

花尚閃緑岩 山ロ市仁保上郷岩倉 〃 〃 27．1±1．02） 〃

〃 宇部市稔小野平原岳 〃 〃 87．8±5．4 〃

石英閃緑岩 厚狭郡楠町東吉部上市 〃 〃 86。5±4．4 〃

石英斑れい岩 厚狭郡楠町西吉部黒五郎 K－Ar 全岩 84．7±4．2 〃

黒雲母花尚岩 豊浦郡豊浦町涌田後地真崎 K－Ar 黒雲母 90．7士45 鈴木（1986）

花尚閃緑岩 豊浦郡豊北町神田上岡林 〃 〃 90．6±2．0 竹下技術コンサルタント
（1992）

黒雲母花尚岩 広島県大竹市前飯谷 〃 〃 85．6±1．9 高見ほか（1993）

〃 〃 〃 〃 82．2±1．8 〃

2’

フィッショントラック年代は古第三紀を示すが，従来の区分では広島花闘岩に相当しているので，この欄に示した。

広島花簡岩による玖珂層群ユニット1のホルンフェルス ［α：董青石帯，BZ：黒雲母帯］

泥質ホルンフェルス（CZ） 広島県大竹市前飯谷 K－Ar 黒雲母 84．0±1．8 高見ほか（1993）

〃　　　　（〃） 〃 〃 〃 83．7±1．9 〃

、〃　　　　（〃） 〃 〃 白雲母 85．6±1．9 〃

〃　　　　（BZ） 〃 〃 〃 82，7±1．8 〃

〃　　　　（〃） 玖珂郡美和町長谷倉屋原 〃 〃 84．5±1．8 〃

〃　　　　（〃） 〃 〃 〃 96．8：ヒ2．1 〃

〃　　　　（〃） 〃 〃 〃 105．1±2。3 〃

〃　　　　（〃） 〃 〃 〃 98．8±2．1 〃

〃　　　　（〃） 〃 〃 〃 1175±2，5 〃

〃　　　　（〃） 玖珂郡美和町長谷倉屋原 〃 〃 114．8±25 〃

〃　　　　（〃） 〃 〃 〃 122．3±2．6 〃

関門層群下関亜層群（中生代火山岩）

デイサイト 豊浦郡豊田町一ノ俣本浴上 FT ジルコン 101．4±6．8 上田・西村（1982）

酸性凝灰岩 下関市福江大塚 〃 〃 115．4±3．8 村上（1985）

デイサイト 下関市吉見下古宿 K－Ar 角閃石 106．7±3．3 Imaokaθεa孟（1993）

安山岩 下関市伊崎町小瀬戸 〃 〃 105．2±3．3 〃

周南層群（中生代火山岩）

流紋岩質溶結凝灰岩

デイサイト質溶結凝灰岩

　　　　　〃

佐波郡徳地町野谷大原湖

吉敷郡小郡町下郷山手

厚狭郡楠町東吉部水尻

Fr
〃

〃

ジルコン

　〃

　〃

94．2±7．3

92．5±6．8

85。2±5．1

村上（1985）

　　　ク

　　　ク

阿武層群（中生代火山岩）

凝灰質シルト岩 阿武郡阿武町奈古宇久 K－Ar 白雲母 84（82．4 柴田・神谷（1974）
（熱水変質帯） （宇久鉱山） ±2，7）

〃 〃 〃 〃 84（81．9 〃

（　〃　） （　〃　） ±2．6）

流紋岩質溶結凝灰岩 阿武郡福栄村紫福 〃 全岩（本質 67（65．6 〃

山のロダム レンズ） ±2．2）

流紋岩一安山岩 阿武郡阿東町長門峡～徳佐 Rb－Sr 全岩×4 ll2±4 Seki（1978）

IS．

流紋岩質溶結凝灰岩 長門市仙崎大日比峠 Fr ジルコン 93．8±2．2 上田・西村（1982）
〃 大津郡油谷町河原大坊川 〃 〃 94．7±2．4 〃

〃 長門市俵山坂根 ク 〃 91．8±3．3 〃
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岩　　石　　名 産　　　　地 方法 試　料 年代（Ma） 文　　　　献

流紋岩質溶結凝灰岩 豊浦郡豊北町田耕豊北峡 FT ジルコン 78．6±5．2 上田・西村（1982）

〃 阿武郡阿東町地福下荒瀬川 〃 〃 95 松田（1982）

デイサイト質溶結凝灰岩 阿武郡阿武町福田下田平 〃 〃 84．5±5．7 村上（1985）

デイサイト質凝灰岩 阿武郡阿東町嘉年下山用 〃 〃 92．1±6．3 〃

凝灰角礫岩 阿武郡阿東町嘉年下吉部野 〃 〃 76．6±4．2 〃

流紋岩 阿武郡阿武町惣郷黒崎 K－Ar セリサイト 87．1±2．6 Ki壌gawaθ£・正（1988）

（名振鉱山）

三原流紋岩層（中生代火山岩）

流紋岩 阿武郡須佐町須佐入江 Fr ジルコン 74．2±3．4 村上（1985）

田万川花樹岩（新生代深成岩）

黒雲母花嵐岩 阿武郡田万川町上小川西分

　谷迫

Rb－Sr

　Is．

黒雲母一カ

　リ長石

39．3±4．6 Seki（1978）

高山斑れい岩（新生代深成岩）

石英閃緑岩

同上試料

石英閃緑岩

阿武郡須佐町須佐高山

　　　　〃

　　　　〃

K－Ar

ク〃

黒雲母

　〃

全岩

ll

12．6±0．8

14．0±0．7

西村ほか（1982）

今岡ほか（1992）

Matsumoto＆Itaya（1986）

高山斑れい岩による須佐層群と山島火山岩のホルンフェルス ［PZ：斜方輝石帯，　CZ：董青石帯，　BZ：黒雲母帯］

泥質ホルンフェルス（PZ） 阿武郡須佐町須佐高山 K－Ar 黒雲母 12 西村ほか（1982）

同上試料（〃） 〃 〃 〃 14．8±LO 今岡ほか（1992）

泥質ホルンフェルス（〃） 〃 〃 全岩 16．0±0．8 Matsumoto＆ltaya（1986）

〃　　　　（CZ） 〃 〃 〃 16．7±0．9 〃

〃　　　　（〃） 〃 〃 〃 14．8±0．7 〃

〃　　　　（ク） 〃 ク 〃 13．3±0，7 〃

〃　　　　（〃） 〃 〃 〃 14．0±0．7 〃

ク　　　　（BZ） 〃 〃 〃 26．9±1．4 〃

〃　　　　（〃） 〃 〃 〃 16．4±0．8 〃

〃　　　　（〃） 〃 〃 〃 16．1±0．8 〃

安山岩ホルンフェルス 阿武郡須佐町須佐高山岬 〃 〃 15．6±0．8 〃

ク 〃 〃 〃 15．0±0．8 ク

新生代半深成岩

花醐斑岩 阿武郡田万川町下田万市味 FT ジルコン 32．8±1．3 村上（1985）

輝緑岩 阿武郡須佐町須佐高山 K－Ar 全岩 22．6±1．4 Matsumoto＆Itaya（1986）

〃 〃 〃 〃 15．7±0．8 〃

〃 〃 〃 〃 20．1±1．2 ク

デイサイト 大津郡油谷町津黄沖ノ瀬 Fr ジルコン 35．0±1．7 村上ほか（1989）

ひん岩 阿武郡須佐町須佐山島 K－Ar 全岩 　12．1±0．9
i

今岡ほか（1992）

油谷湾火山岩（新生代火山岩）

玄武岩（今岬）

　〃　（〃）

　〃　（〃）

大津郡日置町日置上今岬

　　　　　〃

　　　　　〃

K－Ar

　〃

　〃

全岩

〃

〃

　　　　　1

35．7±1，1

36，0±1．8

34．6±1．8

今岡・板谷（198g）

　　　　〃

　　　　〃
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岩　　石　　名 産　　　　地 方法 試　料 年代（Ma） 文　　　　献

玄武岩（今岬）

　〃　（〃）

大津郡日置町日置上今岬

　　　　ク

K－Ar

〃

全岩

〃

35．4±1。8

35．4±1．1

今岡・板谷（1989）

　　　〃

田万川火山岩（新生代火山岩）

デイサイト質溶結凝灰岩

　　　　　〃

阿武郡田万川町上小川東分

　五反田

阿武郡田万川町中小川原山

Fr

〃

ジルコン

　〃

31：ヒ1

29．0±1．3

OtofUji＆Matsuda（1984）

村上（1985）

瀬戸内火山岩（新生代火山岩）

かんらん石安山岩 熊毛郡上関町皇座山山頂 K－Ar 全岩 126±0．6 巽ほか（1980）

山島火山岩（新生代火山岩）

安山岩

　〃

阿武郡須佐町須佐沖ノ島

　　　　　〃

K－Ar

〃

全岩

　〃

】1．9±0．8

14．2±0．9

今岡ほか（1gg2）

　　　　〃

山陰火山岩（新生代火山岩）

玄武岩 大津郡油谷町川尻 K－Ar 全岩 85 木村・辻（1992）

〃 大津郡油谷町津黄沖ノ瀬 〃 〃 8．7 〃

かんらん石玄武岩 下関市貴船町 〃 〃 1．26±0．05 松本ほか（1gg2）

〃 下関市幡生町 〃 〃 1．27±0．05 〃

〃 下関市六連島 〃 〃 1．30±0．10 〃

〃 〃 〃 〃 1．18±0．05 〃

阿武火山岩（新生代火山岩）

玄武岩

　〃

　〃

阿武郡むつみ村片俣金谷

阿武郡福栄村紫福杉原

阿武郡むつみ村吉部上岡田

K－Ar

〃

〃

全岩

〃〃

0．18±0．03

3．3±0．6

0．4±0．2

宇都・小屋口（1987）

　　　　〃

　　　　〃

青野火山岩（新生代火山岩）

ショショナイト 島根県鹿足郡津和野町笹山 K－Ar 全岩 0．23±0．01 鎌田ほか（1988）

青野山

角閃石安山岩 島根県鹿足郡津和野町直地 〃 〃 L28±0．06 〃

地倉峠

〃 島根県鹿足郡日原町鍋山島 〃 〃 〈0．2 〃

〃 島根県鹿足郡津和野町高峰 〃 〃 ＜0．2 〃

雲井峰

〃 阿武郡阿東町徳佐上野坂峠 〃 〃 0．46±0．05 〃

ク 佐波郡徳地町野谷長者ヶ原 〃 〃 〈0．2 〃

〃 新南陽市高瀬チ石岳 〃 〃 LOO±0．05 〃

〃 徳山市大向金峰山 〃 〃 0．6±0．2 〃

〃 徳山市四熊庄原四熊ヶ岳 〃 〃 0．70±0．08 〃

第三紀層（新生代第三紀堆積岩）

凝灰岩（宇部層群）

　〃　（　〃　〉

小野田市有帆真土郷

宇部市西岐波萩原団地

FT
〃

ジルコン

　〃

38．4

44．1±25

木村・辻（1990）

石田ほか（1gg4）
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岩　　石　　名 産　　　　地 方法 試　料 年代（Ma） 文　　　　献

凝灰岩（宇部層群） 小野田市西高泊郷 Fr ジルコン 40。8±2．0 石田ほか（1gg4）

〃　（下片倉層） 宇部市西岐波下片倉 〃 〃 30．4±2．0 木村・辻（1990）

同上試料（　〃　） 〃 〃 ク 31．1 木村・辻（1992）

凝灰岩（　〃　） 〃 〃 〃 34．3±1．8 石田ほか（lgg4）

層灰岩（日置層群） 豊浦郡豊北町神田肥中 〃 〃 27．2±1．8 村上ほか（198g）

凝灰岩（　〃　） 大津郡日置町日置上硝 〃 〃 30．2 木村・辻（1992）

〃　（　〃　） 大津郡日置町日置下国常 〃 〃 285 〃

〃　（　〃　） 大津郡油谷町伊上大江 〃 〃 27．4 〃

〃　（　？　） 大津郡油谷町新別名人丸 〃 〃 17．1 〃

礫岩・捕獲岩

片麻岩礫（美祢層群）

花尚岩礫（　〃　）

オーソコーツァイト礫

（豊西層群）

　　　　〃
（幡生層）

花醐岩礫（　〃　）

珪線石一紅柱石片麻岩礫

（　〃　）

同上試料（　〃　）

圧砕ざくろ石片麻岩礫

（　〃　）

同上試料一圧砕片麻岩礫

（　〃　）

珪線石泥質片麻岩礫

（阿武川層群）

紅柱石ホルンフェルス礫

（美祢層群）

　　　　　〃
（　〃　）

紅柱石一董青石ホルンフェ

　ルス礫（　〃　）

ざくろ石一白雲母珪質片岩

　礫（　〃　）

コメンダイト礫

（　ク　）

　　　〃
（　〃　）

珪質片岩礫（豊東層群）

美祢市大嶺町西分桃ノ木

　　　　　〃

下関市吉母西条

下関市綾羅木南町

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

阿武郡福栄村福井上麦谷

美祢市大嶺町西分桃ノ木

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

豊浦郡豊田町東長野

K－Ar

〃

〃

〃

〃

〃

Rb－Sr

　IS．

K－Ar

Rb－Sr

　IS．

K－Ar

〃

〃

〃

ク

〃

ク

〃

黒雲母（緑

　泥石化）

白雲母

全岩

〃

黒雲母

カリ長石

全岩一カリ

　長石一斜

　長石

カリ長石

全岩×2

全岩

〃

ク

〃

〃

〃

〃

白雲母

174（170）　村上ほか（1977）

210　（206）　　　　　　　　　　〃

202±7　　柴田ほか（1979）

216±15　　　　　　　　〃

83．1±27．2　　　　　　　　　〃

452±14　　　　Shibata＆Takagi　（1981）

568　　　　　　　　　　　　〃

149±5　　　　　　　　　　”

158　　　　　　　　　　　　”

359　　　　西村ほか（1981）

125±6　　　村上・今岡（1982）

200±10　　　　　　　　〃

212±11　　　　　　　　〃

158±8　　　　　　　　　〃

92．8±6．5　　　　　　　　　　　”

100．8±5．0　　　　　　　ク

285±9　　　猪木ほか（1986）

塩基性片岩礫（　ク　ク 〃 〃 アクチノ閃 292±22 〃

石

斑れい岩捕獲岩 阿武郡阿武町宇田宇田島 Rb－Sr 全岩一斜方 94±40 Ishizaka　e£a1．（1984）

（阿武火山岩） Is． 輝石一単

斜輝石一

斜長石

ざくろ石グラニュライト 〃 Sm－Nd 全岩一鉱物 45 大石（1993）

捕獲岩（　〃　　） Is。
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堆　積　物　名 産 地 方法 試　料 年代（年BP） 文 献

洪積層（新生代第四紀層）

灰白色粘土質火山灰 宇部市西岐波山村 1℃ 炭質物 34000十5200－3200 河野・堂面（1971）

泥炭 阿武郡阿東町徳佐中貞行 〃 泥炭 31900十3200－2300 河野（1971）

化石イワガキ 大島郡東和町諸島海域 〃 カキ殻 ＞32800 今村（1974）

（－100～150m）

白色火山灰 美祢郡美東町長登 〃 炭質物 ＞32600 高橋・河野（1975）

有機質粘土（ボーリング 吉敷郡阿知須町阿知須 〃 〃 27000十2000－1500 中四国農政局（1975）

コアー，7．5m）

〃　　（〃，11m） 〃 〃 ク 30400十3400－2400 〃

〃　　（〃，13m） 〃 〃 〃 21600±800 〃

泥炭 阿武郡阿東町地福下荒瀬 〃 泥炭 35000十1630－1360 三好・畑中（1978）
〃 阿武郡阿東町徳佐中小南 〃 〃 ＞31690 〃

有機質堆積物（ボーリング 阿武郡阿武町宇生賀 〃 炭質物 15500±175 畑中・三好（1980）

コアー，3m）

埋もれ木（地下60cm） 〃 〃 〃 31000±90 〃

炭化木片（洞窟堆積物） 美祢郡秋芳町秋芳洞琴ヶ淵 〃 〃 23010±1050 田中ほか（1980）

木片 阿武郡阿東町地福下荒瀬 〃 〃 28960±2330 河野ほか（1981）

泥炭 阿武郡阿東町地福若小幡 〃 泥炭 24830±1200 〃

灰白色火山灰層中の炭質物 山口市大内御堀問田 〃 炭質物 ＞32610 松尾（1985）

泥炭質粘土 〃 〃 泥炭 21290±870 〃

沖積層（新生代第四紀層）

泥炭 下関市安岡横野町 1℃ 泥炭 3360±100 河野（1971）

黒色有機質粘土（ボーリン 美祢郡美東町赤碇 〃 炭質物 940±llO 高橋・河野（1975）

グコアー，3m）

泥炭 美祢郡秋芳町秋吉広谷 〃 泥炭 2710±120 〃

木片 宇部市東岐波岐波 〃 〃 1140±150 中四国農政局（1975）
〃 山口市吉田（山ロ大学 〃 〃 2620±90 河野・高橋（1977）

本部北方）

黒色有機質粘土 美祢郡美東町絵堂松原 〃 〃 7850±135 松尾・河野（1980）

有機質堆積物（ボーリング 阿武郡阿武町宇生賀 ク 〃 6600±75 畑中・三好（1980）

コアー，lm）

貝殻（三角州地下8m） 萩市江向（市民球場北側） 〃 貝殻 4510±110 原田α987）

泥炭 防府市寿町（市役所） 〃 泥炭 2230±120 河野（1995）

木片

　　　　　　　　　　　　け

〃 〃 炭質物 2360±110 〃

性同位体を用いて得られた年代については，放射

年代（radiometric　age）あるいは同位体年代

（isotopic　age）と呼ばれることが多い。

山ロ県の放射年代

　わが国で放射年代値が発表され始めたのは，1960

年に入ってからである。それ以来35年が経過した

今日，全国各地のいろいろな地質時代の岩石，鉱

物あるいは堆積物の年代値が数多く報告されてき

た。山口県下では，1982年の集計では103測定値

（西村，1982）に及んでいたが，1994年の集計で

は259測定値に急増している。これらの年代値は

国内外の種々の雑誌や報告書などに記載されてい

る。しかし，実際に年代値を利用する場合，一般

にはどのような試料のどんな年代値がどの雑誌の

何年に報告されているかを知ることは，必ずしも

容易なことではない。また，国際地質年代委員会

はかつて使用されていた放射性元素の壊変定数を

修正し，精度のよい新しい定数をセットとして示

し，統一的に使うよう勧告している（Steiger　and
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地質年代　　×106年 間隔

完　　新　　世 0．01
第四紀

後　　期更
新世 中　　期 1．63

前　　期

鮮　新　世

新
　　　生　　　代

新
第三紀

後　　期
21．66

中新世

中　　期

第　　三　　紀

前　　期

漸　新　世古
奎紀

始　新　世 41．7

暁　新　世

ヘトナイ世
後

期
浦　河　世

ギリヤーク世

白　　亜　　紀

宮　古　世
80．6

前期

有　田　世

高　知　世

中　　　　生　　　　代

後　　期ジユラ紀

中　　期

0．01

0．15

0．76

1．64

5．2

10．4

16．3

23．3

35．4

56．5

65．0

83．0

88．5

97．0

124．5

135．0

145．6

157．1

178．0

208．0

235．0

241．1

245．0

250．0

268．8

290．0

322．8

362．5

408．5

439．0

510．0

570．0　・

62．4

前　　期

後　　期
トリアス紀

中　　期 37．0

前　　期

後　　期ペ
ル
ム

紀

中　　期 45．0

前　　期

石
炭
紀

後　　期

古
　　　　生　　　　代

前　　期
72．5

デボン紀 46．0

シルル紀 30．5

オルドビス紀 71．0

カンブリア紀 60．C

先カンブリア時代

第1図地質年代尺度（Harland　et　al．，1990）

Jager，1977）。したがって，1977年以前に報告さ

れたものについては，新しい壊変定数に基づいて

再計算した値を使用することが望ましい。

　このような事情から，本稿の第1表に1994年12

月までに山口県下の岩石，鉱物，堆積物について

報告された放射年代値のすべてを集計・整理し，

文献を明記して，古い測定値については新しい壊

変定数に基づいて再計算した値を示すことにした。

再計算法は松本・柴田（1977）や柴田ほか（1979）

に従った。山口県放射年代図（西村・今岡，1995）

とともに，ご利用いただきたい。なお，これらの

年代値を利用する際には，必ず文献欄に示した原

著をご参照ください。

　第1表では，山口県の放射年代値を地質系統ご

とに整理して示した。方法欄のIS．はアイソクロ

ン法を示す。年代欄のMaはMega　dannessの略

で，100万年（m．y．または×106年）前を意味す

る年代の国際単位であり，B．　P．はbefore　present

の略で，西暦1950年から何年前であるかを示す14C

年代の記号である。したがって，たとえば225Ma

は225×106年前，すなわち2億2，500万年前を意

味し，地質年代では中生代トリアス紀後期に相当

する（第1図）。年代欄の（）内の数値は旧壊

変定数による原著の年代値を示している。産地に

ついては，原著における行政区画の誤記および改

正前の旧名など気付くかぎり訂正するとともに，

5万分の1地形図で読み取れるように，統一的な

記載法を採用した。

　なお参考資料として，現在一般に使用されてい

る地質年代尺度（Harland　et　a1．，1990）を第1図

に示した。
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